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一段の「女性の活躍」は、「国家の経済競争力」、「企業の
競争力」へプラス 

 

 
投資家として、何ができるのか？ 

   積極的な企業を応援すること（投資すること） 
 

 
どのようにして？ 
 

本日、お話したいこと 
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投資家にとって、最も大事な責務、“受託者責任” 
 

「女性の活躍」に対し、投資家ができること  

 

「女性の活躍」が、企業の競争力（強み）の源泉、企業価
値向上につながっているーことが示されることが重要 

 

 
“非財務情報”による、投資家とのコミュニケーション 
 



非財務情報とは 
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＜重視する非財務情報項目＞ 
 「企業理念」と「企業価値創出」の仕組み 
 経営戦略執行方法・可能性    
   ⇒従業員の仕事意欲（「女性の活用」の議論）      
 経営陣の企業価値創造意欲・能力    等 
   ⇒ダイバーシティ（「女性の幹部社員への登用」の議論） 
 

 
業績（決算）数値ではないが、将来業績予想に資する情報 

企業活動を包括的に示す情報 
 



長期的な投資判断/企業分析 と 非財務情報 
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非財務情報 

財務情報 

長期 短期 

重
要
度 

大 

小 
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非財務情報が企業価値評価に与える影響 
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非財務情報評価別（ESGレーティング）パフォーマンス 
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どのように、非財務情報を伝えるか？ 
 

 
“社外取締役の見える化”が、ヒントに、、、 
 

 
企業（経営者）と投資家の（地道な）対話 

アニュアルレポートなどのIR開示資料 
 

非財務情報の伝達方法 
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社外取締役の見える化① オムロン株式会社アニュアルレポート2011より 
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社外取締役の見える化② 株式会社商船三井アニュアルレポート2013より 
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女性活動の見える化  株式会社資生堂アニュアルレポート2009より 
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補足資料 
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投下資本収益率 

成
長
率 

①現在位置 

（Ｔ＋１） 

③インプライド市場予想 

（Ｔ＋５） 

②アナリスト予想 

（Ｔ＋５） 

超過収益の源泉 

 

 長期の収益予想モデル作成 （非財務情報：最も重要なインプット） 
      

 予想数値を、DCFモデル等の企業価値算出モデルにインプット。適正株価算出 
 

 

 

      株式価値（⇒適正株価）＝企業価値－負債 

 

 適正株価と現株価の乖離（アップ／ダウンサイド）を参考に、アナリストは投資判断 

         
　・・・

＋＋＋＋＋
企業価値＝ 
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長期投資家の非財務情報活用方法 
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ESG情報の項目別有用性   
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非財務情報（ESG）項目の有用性（S項目） 
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地域社会 投資家 

顧客 

従業員 環境 

取引先 

企業 

E 

S 

G 

S 

S 

S 

持続的に事業活動を行うには、ステークホルダーとの良好な関係が
必要 

ステークホルダーと企業との間に発生する問題・課題は、ESGの課題
に落とし込める 

ESGと非財務情報 
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当資料は制度あるいは仕組みの説明と弊社が提供できるサービスをご紹介することを目的として、ニッセイアセットマ
ネジメントが作成したものです。金融商品取引法等に基づく開示書類ではありません｡ 
 
当資料に記載された運用商品、手法等は、リスクを含みます。運用実績は市場環境等により変動し、運用成果（損益）
は全て投資家の皆様のものとなります。元本が保証された商品、手法ではありません。 
 
この資料は２０１４年２月時点で作成したものであり、この内容は将来変更されることがあります。 
 
当資料に関わる一切の権利は、引用部分を除き弊社に属し、いかなる目的であれ当資料の一部または全部の無断
での使用・複製は固くお断り致します。 
 
当資料に掲載したインデックスに関する著作権、商標権、知的財産権その他一切の権利は、当該インデックスの公表
元またはその許諾者に帰属します。 
 
当資料の内容に関しご不明な点等がございましたら、弊社担当者宛てご照会頂きますようお願い申し上げます。 

ニッセイアセットマネジメント株式会社 
金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第３６９号 
加入協会：（社）投資信託協会、（社）日本証券投資顧問業協会 


